
藤
岡
町
区
長
の
選
任
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

  　

(

総
務
部
職
員
課)

　

桜
井
均
藤
岡
町
区
長
の
任
期
が
平

成
26
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
満
了
と

な
る
た
め
、
引
き
続
き
同
氏
を
藤
岡

町
区
長
に
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
意
見
聴
取
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
長
は
、
区
長
の
選
任
に
当
た
っ

て
は
、
地
域
協
議
会
の
意
見
を
尊
重

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
協
議
の

結
果
、
引
き
続
き
同
氏
を
藤
岡
町
区

長
に
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

蔵
タ
ク
・
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
利
用

状
況
及
び
本
格
運
行
の
実
施
に

つ
い
て(

生
活
環
境
部
交
通
防
犯
課)

　

現
在
試
行
運
行
を
実
施
し
て
い
る

蔵
タ
ク
及
び
ふ
れ
あ
い
バ
ス
に
つ
い

て
、
利
用
状
況
と
平
成
26
年
４
月
か

ら
の
本
格
運
行
の
内
容
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

藤岡地域の人口・世帯数
人口総数 16,623  人 （△ 60）
　 男　　 8,225  人 （△ 31）
　 女　　 8,398  人 （△ 29）
世 帯 数　5,757 世帯（ 10 ）
　　　　外国人登録者を含む

　　  平成 26 年３月末現在
　　　　（  ）内は前月比
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【
目
的
】

　

市
民
の
日
常
生
活
の
足
と
し
て
、

新
し
い
栃
木
市
の
一
体
感
の
醸
成

と
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

の
た
め
試
行
運
行
し
て
い
た
蔵
タ

ク
・
ふ
れ
あ
い
バ
ス
９
路
線
に
つ
い

て
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
本
格
運
行

に
移
行
し
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通

体
系
を
構
築
し
ま
す
。

【
利
用
状
況
】

〈
蔵
タ
ク
〉

・
利
用
登
録
者
数(

平
成
26
年
12
月

末
現
在)　
　
　

 

１
３
，
３
０
８
人

・
１
日
当
た
り
平
均
利
用
者
数(

平

成
25
年
４
月
か
ら
12
月
平
均)

　
　
　
　
　
　
　
　

２
３
１
．
９
人

　

※
平
均
乗
車
密
度

　
　

と
は
、
始
点
か

　
　

ら
終
点
ま
で
平

　
　

均
し
て
常
時
バ

　
　

ス
に
乗
っ
て
い

　
　

る
人
数
の
こ
と

　
　

を
言
い
ま
す
。

【
運
行
計
画
】

〈
蔵
タ
ク
〉

・
運
行
形
態

　
「
区
域
運
行
」(

路
線
を
定
め
ず
利

用
者
の
要
求
に
応
じ
て
最
大
限
の

乗
り
合
い
を
行
う
よ
う
予
約
に
よ

り
運
行
す
る)
と
し
、
玄
関
か
ら
玄

関(

ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア)

へ
の
完

全
デ
マ
ン
ド
方
式
と
し
ま
す
。

・
運
行
区
域

　

栃
木
市
全
て
の
区
域
を
対
象
と

し
、
１
時
間
に
１
便
は
送
迎
で
き
る

よ
う
，
効
率
性
に
配
慮
し
た
運
行
エ

リ
ア
及
び
配
車
エ
リ
ア
を
設
定
し

ま
す
。

　

エ
リ
ア
は
大
き
く
３
エ
リ
ア
と

し
、
藤
岡
地
域
は
南
部
エ
リ
ア
と
な

り
ま
す
。

・
運
行
日

　

月
曜
か
ら
金
曜
日(

祝
日
・
12
月

29
日
か
ら
１
月
３
日
は
除
く)

・
運
行
時
間

　

１
時
間
に
１
便
、
平
日
の
８
時
か

ら
17
時
運
行

・
利
用
方
法

　

事
前
登
録
を
す
る
と
と
も
に
、
利

用
時
に
は
予
約
セ
ン
タ
ー
に
電
話
に

よ
る
事
前
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

〈
ふ
れ
あ
い
バ
ス
〉

・
運
行
形
態

　
「
路
線
定
期
運
行
」(

路
線
を
定
め

て
運
行
す
る
も
の
で
あ
っ
て
設
定
す

る
運
行
系
統
の
起
終
点
及
び
停
留
所

の
時
刻
設
定
が
定
時
で
あ
る
運
行
の

形
態)

と
し
９
路
線
で
運
行
を
し
ま
す
。

・
停
留
所

　

交
通
等
の
安
全
面
に
お
い
て
支
障
の

な
い
区
間
に
つ
い
て
は
、
運
行
ル
ー
ト

上
で
あ
れ
ば
停
留
所
以
外
の
場
所
か
ら

乗
降
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
自
由
乗
降

区
間
」
を
設
定
し
、
周
辺
地
域
の
利
用

者
の
利
便
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

・
運
賃

　

地
区
を
越
え
る
ご
と
に
運
賃
を

加
算
す
る
地
帯
制
と
し
ま
す
。

　

藤
岡
線
・
部
屋
線
の
運
賃
表
は
次

の
と
お
り
で
す
。

渡
良
瀬
遊
水
地
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド

プ
ラ
ン
の
策
定
に
つ
い
て

　
　

  (

総
合
政
策
部
総
合
政
策
課)

【
プ
ラ
ン
策
定
の
趣
旨
】

渡
良
瀬
遊
水
地
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
展
開
し
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
登
録
湿
地
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い

自
然
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
に

策
定
し
ま
す
。

【
方
針
】

市
の
上
位
計
画
・
関
連
計
画
や
専
門

者
会
議
か
ら
の
提
案
、
ハ
ー
ト
ラ
ン

ド
構
想
な
ど
を
踏
ま
え
、
渡
良
瀬
遊

水
地
利
活
用
の
基
本
的
な
方
向
性

を
示
し
ま
す
。
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【
策
定
期
間
】

　

平
成
26
年
３
月
～
平
成
27
年
３
月

【
計
画
の
期
間
】

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
平
成
36
年

度
ま
で
の
10
年
間

渡
良
瀬
遊
水
地
に
関
す
る
栃
木

市
の
取
組
み
に
つ
い
て

　
　

  (

総
合
政
策
部
総
合
政
策
課)

　

平
成
26
年
度
の
渡
良
瀬
遊
水
地

に
関
す
る
取
組
み
内
容
に
つ
い
て
、

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

【
主
な
取
組
み
内
容
】

― 

渡
良
瀬
遊
水
地
の
環
境
保
全
や
守
る
人

を
増
や
し
て
い
く
主
な
取
組
み
内
容 

―

●
渡
良
瀬
遊
水
地
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
事
業

●
渡
良
瀬
遊
水
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

　

成
事
業

●
事
業
所
等
遊
水
地
清
掃
活
動
の
支
援

●
環
境
保
全
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
等
養
成

　

支
援
事
業

― 

渡
良
瀬
遊
水
地
の
賢
明
な
利
活

用
の
主
な
取
組
み
内
容 

―

●
渡
良
瀬
遊
水
地
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

●
渡
良
瀬
バ
ル
ー
ン
レ
ー
ス
の
実
施

●
熱
気
球
観
光
振
興
事
業

平
成
23
・
24
年
度
に
地
域
協
議

会
等
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
に

対
す
る
市
の
対
応
状
況
に
つ
い

て
（
抜
粋
）

(

総
合
政
策
部
地
域
ま
ち
づ
く
り
課)

平
成
23
年
度
に
藤
岡
町
地
域
協
議

会
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
に
対
す

る
市
の
対
応
状
況

【
藤
岡
駅
東
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業

促
進
に
つ
い
て
】

●
平
成
23
年
度
回
答

　

平
成
24
年
度
か
ら
県
、
地
権
者
、

東
武
鉄
道
等
と
整
備
手
法
等
の
協

議
を
し
、
現
在
、
策
定
中
の
総
合
計

画
と
の
整
合
を
図
っ
て
、
計
画
的
に
整

備
が
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
平
成
24
年
度
実
施
内
容

　

駅
東
地
区
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
長

及
び
、県
と
の
協
議
を
実
施
し
ま
し
た
。

●
平
成
25
年
度
実
施
内
容

　

関
係
各
課
と
協
議
し
た
後
、
駅
東

ま
ち
づ
く
り
研
究
会
役
員
の
方
に
対

し
、
駅
前
広
場
等
今
後
の
整
備
方
針

に
つ
い
て
個
々
に
説
明
を
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
に
藤
岡
町
地
域
協
議

会
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
に
対
す

る
市
の
対
応
状
況

【
道
路
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
】

●
平
成
24
年
度
回
答

（1）
道
路
舗
装
率
の
向
上

　

合
併
前
の
旧
藤
岡
町
に
お
い
て
、

本
舗
装
化
し
て
い
な
い
ほ
と
ん
ど
の

市
道
に
防
塵
舗
装
を
施
工
し
て
い
た

こ
と
や
土
地
改
良
区
内
の
未
舗
装
道

路
に
つ
い
て
も
市
道
と
し
て
認
定
し

た
こ
と
が
要
因
と
な
り
舗
装
率
の
低

下
を
招
い
て
い
る
状
況
で
す
。

　

藤
岡
地
域
の
道
路
舗
装
は
、
年
々
老

朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
損
傷
の
激
し
い

路
線
か
ら
順
に
舗
装
の
打
ち
換
え
工
事

を
施
工
す
る
と
と
も
に
、
部
分
的
な
維

持
管
理
補
修
を
随
時
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

舗
装
修
繕
工
事
に
つ
い
て
は
、
安

全
面
か
ら
も
緊
急
性
の
高
い
路
線

か
ら
優
先
し
て
実
施
し
て
お
り
、
今

年
度
は
、
市
道
Ｆ
６
号
線
他
２
路
線

の
舗
装
修
繕
工
事
を
実
施
済
み
で
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
も
、
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
、
防
塵
舗
装
の
本
舗
装
化
を
含

め
た
計
画
的
な
舗
装
修
繕
を
実
施
し
、

舗
装
率
の
向
上
に
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
活
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

過
去
に
地
元
自
治
会
か
ら
道
路
拡
幅

整
備
等
の
要
望
書
が
提
出
さ
れ
旧
藤

岡
町
議
会
で
採
択
さ
れ
た
も
の
の
未

だ
整
備
さ
れ
て
い
な
い
路
線
が
多
数

あ
り
、順
次
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
道
路
整
備
に
あ
た
っ
て

は
、
用
地
買
収
や
工
事
な
ど
地
域
の

方
々
の
ご
協
力
が
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
こ
と
を

ご
理
解
い
た
だ
き
な
が
ら
、
栃
木
市

道
路
整
備
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
優

先
度
の
高
い
要
望
路
線
の
ほ
か
新

た
な
事
業
に
も
取
り
組
み
、
効
率
的

に
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（2）
通
学
路
整
備

　

藤
岡
地
域
に
つ
き
ま
し
て
は
、
歩

行
者
等
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

市
道
Ｆ
32
号
線
及
び
市
道
Ｆ
12
号

線
の
歩
道
整
備
工
事
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
歩
道
整

備
は
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
あ
り
、
通

学
路
を
中
心
と
し
た
整
備
を
今
後

も
継
続
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
が
主
体
と
な

り
実
施
し
た
緊
急
合
同
点
検
の
結

果
、
危
険
度
の
高
い
と
思
わ
れ
る
箇

所
か
ら
順
に
、
道
路
ペ
イ
ン
ト
や
看

板
に
よ
る
注
意
喚
起
な
ど
、
即
効
性

の
あ
る
対
策
を
中
心
と
し
て
実
施

し
て
い
く
こ
と
と
し
、
既
に
今
年
度

一
部
で
実
施
済
み
で
す
。
今
後
も
引

き
続
き
危
険
箇
所
の
洗
い
出
し
に
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努
め
る
と
と
も
に
、
実
情
に
応
じ
た

安
全
対
策
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

●
平
成
25
年
度
実
施
内
容

（1）
道
路
舗
装
率
の
向
上

　

今
年
度
、
藤
岡
地
域
に
お
い
て

は
、
道
路
改
良
工
事
３
路
線
（
工
事

延
長
３
３
７
ｍ
）、
舗
装
修
繕
工
事

８
路
線
（
工
事
延
長
１
，４
５
６
ｍ
）

の
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の

内
、
未
舗
装
道
路
に
つ
い
て
は
、
延

長
９
２
３
ｍ
が
本
舗
装
と
な
り
多

少
で
は
あ
り
ま
す
が
舗
装
率
の
ポ

イ
ン
ト
が
向
上
し
ま
し
た
。

　

来
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
、
本
舗

装
化
を
含
め
た
計
画
的
な
道
路
改

良
・
舗
装
修
繕
工
事
を
実
施
し
、
舗
装

率
の
向
上
に
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（2）
通
学
路
整
備

　

今
年
度
、
藤
岡
地
域
に
お
い
て

は
、
市
道
Ｆ
32
号
線
（
工
事
延
長

１
１
２
ｍ
）
の
歩
道
新
設
工
事
及
び

市
道
Ｆ
12
号
線
（
工
事
延
長
３
７
９

ｍ
）
の
歩
道
改
修
整
備
工
事
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
通
学
路
に
指
定
さ
れ
て
い

る
３
路
線
の
道
路
改
良
・
舗
装
修
繕

工
事
を
実
施
し
、
歩
行
者
の
安
全
性

を
確
保
す
る
と
と
も
に
道
路
ペ
イ

ン
ト
に
よ
る
注
意
喚
起
を
施
す
な

ど
の
安
全
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

藤
岡
町
地
域
協
議
会
か
ら
提
出

さ
れ
た
意
見
書
に
対
す
る
市
の

回
答
書
に
つ
い
て

(

総
合
政
策
部
地
域
ま
ち
づ
く
り
課)

　

平
成
25
年
８
月
31
日
に
提
出
さ

れ
た
藤
岡
町
地
域
協
議
会
か
ら
の
意

見
書
に
対
す
る
市
の
回
答
書
に
つ
い

て
、次
の
と
お
り
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

１　

小
、
中
学
校
の
空
調
設
備
（
エ

ア
コ
ン
）
の
設
置
に
つ
い
て

　

小
、
中
学
校
へ
の
空
調
設
備
（
エ

ア
コ
ン
）
の
設
置
に
つ
き
ま
し
て

は
、
現
在
、
児
童
・
生
徒
の
安
心
・

安
全
の
た
め
、
耐
震
工
事
及
び
改
築

工
事
を
優
先
し
て
進
め
て
お
り
ま

す
が
、
今
後
は
、
教
育
環
境
の
向
上

を
図
る
た
め
、
小
中
学
校
の
全
学
級

へ
の
空
調
機
の
配
備
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
今
年
度
中
に
一
部
設
計
業

務
委
託
を
開
始
し
、
来
年
度
中
に
は

全
中
学
校
へ
の
配
備
を
済
ま
せ
、
小

学
校
に
つ
き
ま
し
て
も
来
年
度
よ
り

順
次
整
備
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

な
お
、
音
楽
室
、
図
書
室
等
の
特

別
教
室
に
つ
い
て
も
、
空
調
機
設
置

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
空
調
機
設
置
ま
で
の
間

は
、
扇
風
機
の
配
備
や
日
射
を
和
ら

げ
る
工
夫
な
ど
に
よ
り
対
応
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

２　

藤
岡
図
書
館
、
及
び
藤
岡
歴
史

民
俗
資
料
館
周
辺
通
路
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
改
善
に
つ
い
て

　

藤
岡
図
書
館
及
び
藤
岡
歴
史
民

俗
資
料
館
周
辺
通
路
は
、
公
民
館
・

文
化
会
館
前
に
あ
る
駐
車
場
と
図

書
館
及
び
資
料
館
の
敷
地
間
に
高

低
差
が
あ
る
た
め
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

対
策
と
し
て
、
駐
車
場
敷
地
か
ら
図

書
館
に
至
る
通
路
等
に
ス
ロ
ー
プ

を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
各
施
設
が
近
接
し
て
い

る
た
め
、
高
低
差
を
解
消
す
る
た
め

の
ス
ロ
ー
プ
の
長
さ
を
十
分
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
勾
配
が
急
で
あ

り
、
車
い
す
で
の
利
用
に
は
補
助
者

が
必
要
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。ま
た
、

タ
イ
ル
施
工
で
あ
る
周
辺
通
路
や
ス

ロ
ー
プ
の
路
面
は
、
降
雨
雪
時
な
ど

は
滑
り
や
す
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

対
策
と
し
ま
し
て
は
、
本
年
度
、

各
歩
行
部
分
に
滑
り
止
め
工
事
を

実
施
し
、
手
摺
り
の
な
い
資
料
館
入

口
階
段
に
つ
き
ま
し
て
は
、
手
摺
り

を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

　

駐
車
場
敷
地
か
ら
資
料
館
に
至
る

ス
ロ
ー
プ
及
び
資
料
館
か
ら
図
書
館

に
至
る
ス
ロ
ー
プ
の
勾
配
対
策
に
つ

き
ま
し
て
は
、
３
年
～
５
年
を
目
途
に

図
書
館
ま
た
は
歴
史
民
俗
資
料
館
の

近
辺
に
身
障
者
用
駐
車
場
を
整
備
す

る
こ
と
も
含
め
て
検
討
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
当
面
は
、
駐
車
場
敷
地
か
ら

の
ス
ロ
ー
プ
登
り
口
に
呼
び
出
し
ボ

タ
ン
を
設
置
し
、
各
施
設
の
職
員
が

車
椅
子
の
補
助
を
行
う
こ
と
で
対
応

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
図
書
館
に
つ

き
ま
し
て
は
、
来
館
が
困
難
な
高
齢

者
や
障
が
い
者
等
を
対
象
に
図
書
館

資
料
を
自
宅
に
届
け
る
「
本
の
宅
配

事
業
」
を
藤
岡
地
域
で
は
平
成
26
年

１
月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
の
で
、
こ

の
宅
配
事
業
で
対
応
い
た
し
ま
す
。

３　

藤
岡
地
域
の
地
区
公
民
館
の

耐
震
化
に
つ
い
て

　

公
民
館
は
、
社
会
教
育
の
振
興
を

図
る
と
と
も
に
、
住
民
の
福
祉
を
増

進
す
る
目
的
で
設
置
さ
れ
て
い
る

施
設
で
あ
り
、
多
く
の
住
民
の
方
々

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
栃

木
市
地
域
防
災
計
画
で
は
公
民
館

を
災
害
発
生
時
の
指
定
避
難
場
所

と
し
て
指
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
公
民
館
の
耐
震
性
を
確
認
し
て
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避
難
者
の
安
全
確
保
に
努
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
藤
岡

地
域
の
地
区
公
民
館
４
館
は
い
ず

れ
も
昭
和
56
年
以
前
に
建
築
し
た

た
め
、
新
耐
震
基
準
に
合
致
し
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
施
設
の
安
全

性
を
確
保
す
る
た
め
の
取
り
組
み

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
に
お
い
て
は
、
平
成
25
年
度
よ

り
本
市
の
所
有
す
る
公
共
施
設
の

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
配
置
、
運
営

等
の
あ
り
方
を
長
期
的
視
点
に

立
っ
て
検
討
す
る
た
め
の
「
公
共
施

設
の
あ
り
方
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
の
策
定
を
進
め
て
お
り
ま
す

の
で
、
そ
の
結
果
を
受
け
て
、
３
年

以
内
を
目
途
に
公
民
館
等
の
社
会

教
育
施
設
に
つ
い
て
の
将
来
的
な

再
配
置
計
画
を
策
定
し
、
順
次
耐
震

化
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

４　

自
然
災
害
に
対
す
る
安
全
・
安

心
な
生
活
環
境
整
備
に
つ
い
て

　

主
に
国
土
交
通
省
か
ら
の
委
託
を

受
け
て
、
市
が
操
作
管
理
を
し
て
い
る

渡
良
瀬
遊
水
地
周
囲
の
12
箇
所
の
樋

管
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
機
械
排
水

設
備
は
無
く
自
然
排
水
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
西
赤
麻
樋
管
は
、
台
風

な
ど
の
大
雨
時
に
は
渡
良
瀬
川
か

ら
の
逆
流
防
止
の
た
め
樋
管
の

ゲ
ー
ト
を
閉
め
る
場
合
が
多
く
、
内

水
が
溢
れ
て
近
接
の
農
地
や
道
路

の
冠
水
が
発
生
し
て
い
ま
す
。一
方
、

江
川
樋
管
に
つ
い
て
は
、
樋
管
を
閉

め
る
ケ
ー
ス
は
低
減
し
て
お
り
、
こ

こ
数
年
間
に
お
い
て
は
河
川
の
水

位
は
上
昇
す
る
も
の
の
道
路
の
冠

水
ま
で
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

近
年
、
異
常
気
象
に
よ
る
集
中
豪

雨
や
大
型
で
強
い
台
風
が
発
生
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
地
区
に
お
け

る
長
期
冠
水
の
発
生
及
び
住
宅
付

近
ま
で
の
浸
水
の
危
険
性
を
常
に

認
識
し
、
内
水
対
策
に
つ
い
て
、
国

土
交
通
省
や
栃
木
県
、
土
地
改
良
区

な
ど
の
関
係
機
関
と
協
議
し
、
整
備

計
画
を
策
定
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
整
備
実
施
に
至
る
ま
で
の

間
は
、内
水
被
害
を
回
避
す
る
た
め
に
、

緊
急
時
に
は
国
土
交
通
省
の
協
力

を
得
て
排
水
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
排

水
を
実
施
す
る
ほ
か
、
通
常
は
樋
管

や
水
路
の
適
切
な
操
作
・
維
持
管
理

を
行
う
な
ど
、
引
き
続
き
関
係
機
関

と
連
携
し
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

５　

佐
野
藤
岡
Ｉ
Ｃ
を
中
心
と
し
た

産
業
基
盤
整
備
の
早
急
な
具
現
化
へ

　

国
道
50
号
沿
線
を
含
む
佐
野
藤

岡
Ｉ
Ｃ
周
辺
は
、
市
街
化
調
整
区
域

で
あ
り
、
開
発
を
進
め
る
た
め
に

は
、
①
都
市
計
画
法
や
農
地
法
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
法
令
の
調
整
が

必
要
な
こ
と
、
②
地
権
者
の
合
意
形

成
が
図
ら
れ
事
業
の
実
施
が
確
実

に
見
込
ま
れ
る
こ
と
等
、
調
整
す
べ

き
課
題
が
あ
り
、
そ
の
調
整
に
は
時

間
を
要
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
本
エ
リ
ア
は
、
東
北
自

動
車
道
と
北
関
東
自
動
車
道
の
高
速

交
通
網
の
結
節
点
に
あ
り
、
国
道
50

号
と
い
う
広
域
幹
線
道
路
に
面
し
て

い
る
こ
と
等
、
産
業
集
積
地
と
し
て

優
れ
た
地
理
的
条
件
を
有
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、「
総
合
計
画
」に
お
い
て
、

企
業
誘
致
の
推
進
や
雇
用
の
創
出
を

図
る
た
め
、
新
た
な
企
業
立
地
の
調

整
・
誘
導
を
図
る
産
業
集
積
ゾ
ー
ン

に
位
置
づ
け
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
平
成
26
年
度
か
ら
現

況
調
査
を
実
施
し
、
具
体
的
な
開
発

区
域
の
選
定
や
、
地
権
者
の
合
意
形

成
を
図
る
た
め
の
研
究
会
の
組
織

を
設
置
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
、
地

域
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
当
該
エ
リ
ア
は
岩

舟
町
と
接
し
て
お
り
ま
す
が
、
合
併

を
機
に
岩
舟
町
側
の
エ
リ
ア
も
含

め
た
一
体
的
な
土
地
利
用
を
検
討

し
、
計
画
的
な
対
応
を
図
っ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

合
併
時
に
「
合
併
後
再
編
」
と

し
て
い
る
事
務
事
業
の
調
整
状

況
に
つ
い
て

　
　

  (

総
合
政
策
部
合
併
推
進
室)

　

旧
１
市
３
町
及
び
旧
西
方
町
と

の
合
併
時
に
「
合
併
後
再
編
」
と
さ

れ
た
事
務
事
業
の
内
、
平
成
25
年
度

以
降
に
調
整
と
さ
れ
た
事
務
事
業

に
つ
い
て
、
平
成
26
年
３
月
末
現
在

の
進
捗
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
合
併
後
再
編
」
と
さ
れ
た

８
５
７
の
事
務
事
業
の
内
、
平
成
26

年
度
中
に
調
整
予
定
の
事
務
事
業

は
、
50
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
協
議
会
へ
意
見
を
聴
く
事

務
事
業
（
Ａ
ラ
ン
ク
）
に
つ
い
て

　
　

  (

総
合
政
策
部
合
併
推
進
室)

　

旧
１
市
３
町
及
び
旧
西
方
町
と

の
合
併
時
に
「
合
併
後
再
編
」
と
さ

れ
た
事
務
事
業
の
内
、
平
成
26
年
度

に
地
域
協
議
会
に
意
見
を
聴
く
こ

と
を
要
す
る
事
務
事
業
に
つ
い
て
、

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
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第
３
回
藤
岡
町
地
域
協
議
会

【
日
時
】
６
月
24
日
（
火
）

　
　
　

 

午
後
２
時
か
ら
（
予
定
）

【
場
所
】
藤
岡
総
合
支
所

　
　
　

 

議
会
棟
２
階
会
議
室

※
会
議
は
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、
ご
希

　

望
の
方
は
、
開
始
時
間
ま
で
に
会
場

　

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
、
会
議
は
非
公
開
に
な
る
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
の

　
　
　

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

藤
岡
町
地
域
協
議
会
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら

ご
意
見
等
を
多
数
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

地
域
協
議
会
に
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
地
域

協
議
会
研
究
会
で
協
議
し
、
そ
の
案
件
に
応

じ
た
様
々
な
手
法
に
よ
り
対
応
を
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
投
稿
す
る
際
に
は
、
詳
細
な
状

況
説
明
を
い
た
だ
き
た
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、氏
名
、連
絡
先
等
を
必
ず
明
記
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

地域協議会研究会部会の活動
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（開催日順）

　クールシェアの推進について、以下のとお
り活動しました。

○総務班会議
　　開催日：平成 26 年１月 31 日
○教育厚生班・建設経済班合同会議
　　開催日：平成 26 年２月 25 日
○クールシェアふじおか研究会会議

（第１回）開催日：平成 26 年３月５日
（第２回）開催日：平成 26 年３月 20 日
（第３回）開催日：平成 26 年４月４日
○総務班・クールシェアふじおか研究会合同
　会議（第１回）
　　開催日：平成 26 年４月 16 日

各
委
員
会
の
出
席
報
告

【
第
11
回
地
域
協
議
会
】

▽
第
３
回
栃
木
市
市
民
会
議
全
体
会   

（
田
中
廣
委
員
）

▽
第
９
回
栃
木
市
上
下
水
道
事
業
調
査
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
曽
根
慎
一
委
員
）

【
第
12
回
地
域
協
議
会
】

▽
第
２
回
栃
木
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
村
孝
子
委
員
）

▽
第
６
回
栃
木
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
及
び

　

栃
木
市
景
観
計
画
検
討
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
士
家
光
幸
委
員
）

藤岡町地域協議会だより

発　行　藤岡町地域協議会研究会
編　集　広報委員会
電　話　0282-62-0900
ＦＡＸ　0282-62-4625
E-mail　f-chiiki@city.tochigi.lg.jp

★地域協議会の情報は、栃木市
　公式ホームページでご覧い
　ただけます。

藤岡地域のできごと

４月19日（土）
渡良瀬遊水地クリーン作戦

　たくさんの方のご協力をいただき、
渡良瀬遊水地がきれいになりました。
　お疲れさまでした！


